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This paper analyses responses to a questionnaire completed in July, 2010. The results of the 
questionnaire show the importance of the Freshman Seminar 1. But the contents of the responses vary 
in their details. We therefore need to create opportunities for accumulating common knowledge.
は じ め に
　和歌山大学経済学部において開講されている基礎演習Ⅰ（旧･基礎演習）は開講形態およ
び講義内容を基準とすると 3 つの期間に区分することができる。第一期が 2002（平成 14）
年度から 2005（平成 17）年度の制度が導入された時期，第二期が 2006（平成 18）年度か








学 1 年生に関する初年度教育が実施された。2002 年度から 2005 年度までの第一期は，基礎
科目の 1 つとして開講され，初年度導入教育としての学部内位置づけはあった。しかし，各
担当教員がシラバスを作成し，講義目的に関する認識は学部のなかでも複数に分かれている
























　アンケートは既述のとおり，2010 年度前期の基礎演習Ⅰが終了した 7 月末に，基礎演習



























育が行われている。そのため，全 14 回のうち，初回は全教員がガイダンスを行い，2 回目
以降の 2 ～ 3 回程度を用いて「私の学びのデザインシート」を用いた自己紹介が行われる傾











































































お わ り に
　以上見てきたように，基礎演習Ⅰは大学教育において重要な位置づけをもっている科目で
あるにも関わらず，その内実は一定の共通性はあるものの詳細はかなり異なっていることが
予想される。基礎演習Ⅰに関しては「初年度導入教育としてなすべきことが不明なため，共
通テキストを作成してほしい」という要望の声もあるが，新聞記事の活用方法ひとつとって
も多様である現状を考えると実現は困難である可能性が高い。
　しかしながら，現状をそのままにしておいては，基礎演習Ⅰを担当する教員も指導される
学生も明確な方向性がないままになり，デメリットが大きい。そこで，共通テキストに代わ
る措置として次のようなことを提案したい。それは，今回実施したようなアンケートを毎年
度実施することによりデータを蓄積し，基礎演習Ⅰという科目を実施していくために必要な
要素を明確にしていくという作業を継続することである。例えば，「コミュニケーション能力」
という言葉ひとつとっても，そこに含まれる重要なポイントはいくつかの要素に分解できる
ものと考えられる。アンケートによって得られた蓄積データをもとに，基礎演習Ⅰで養成す
るべき能力を具体的に抽出して再構成していくという作業が重要になってくる。さらに，そ
の結果得られた基礎演習Ⅰを実施する際のノウハウや重要ポイントを情報共有できる場を定
期的に設定することである。このような作業を継続して重ねていくことによって，初年度導
入教育としての基礎演習Ⅰがとるべき方向性がゆるやかに明確になってくるものと考えられ
る。

